
入 札 通 知 書 

 丹 篠 管 第 2 3 6 号 
令和 8 年 9 月 28 日 

 こんだ温泉ぬくもりの郷 道の駅整備工事（その５） 指名業者 御中 

 

丹波篠山市長 酒 井  隆 明  
 

下記のとおり指名競争入札を執行しますので、丹波篠山市財務規則、入札に関する事項、設計図書及び現場等を御
承知の上、入札されたく通知します。 

記 

1. 入 札 に 付 す る 事 項 

工 事 番 号 公道第 5 号 

工 事 名 称 こんだ温泉ぬくもりの郷 道の駅整備工事（その５） 

施 工 場 所 丹波篠山市 今田町今田新田 地内 

施 工 期 間 又 は 
施 工 期 限 

契約締結の日から 令和 9 年 3 月 26 日   
 

2. 
設計図書、契約条項 

等 の 閲 覧 

場 所 兵庫県電子入札共同運営システム 

期 間 令和 8 年 10 月 21 日(水) 午後 1 時 00 分まで 

3. 
入 札 書 の 提 出 

日 時 及 び 方 法 

入 札 書 提 出 
令和 8 年 10 月 20 日(火) 

令和 8 年 10 月 21 日(水) 

午前 9 時 00 分から 

午後 1 時 00 分まで 

開 札 日 令和 8 年 10 月 22 日(木) 午前 9 時 15 分 

方 法 電子入札（兵庫県電子入札共同運営システム） 

4. 現 場 説 明 
有
䩺
無 

場 所  

期 間  

5. 入 札 保 証 金 免除 

6. 最 低 制 限 価 格 予定価格１億円未満の工事に設ける。 

7. 低入札価格調査制度 予定価格１億円以上が対象工事となる。 

8. 無 効 と す る 入 札 次頁記載のとおり 

9. 入 札 に 関 す る 条 件 次頁記載のとおり 入札回数 ２ 回 まで 

10. 質問期限及び方法 

質疑は令和 8 年 10 月 15 日(木) 午後 1 時 00 分までに 行政経営部 管財契約課 
まで電子メール又は FAX により提出してください。 
（nyusatsu@city.sasayama.hyogo.jp TEL 079-552-1111(代)  FAX 079-552-5665） 
※回答は、兵庫県電子入札共同運営システム上に掲載します。 

11. 契 約 書 丹波篠山市が定めた契約書による。 

12. 議 会 の 議 決 次頁記載のとおり 

13. 契 約 保 証 次頁記載のとおり 

14. 前 金 払 次頁記載のとおり 

15. 部 分 払 

有  履行期間中 2 回以内とする。 

丹波篠山市の都合により契約の工期を変更した場合には、変更後の工期に応じて部
分払いの回数を変更することがあります。（財務規則第 104 条参照） 

16. 落札者の 決定方法 次頁記載のとおり 

17. そ の 他 

配置予定技術者について、建築一式工事における有効な技術者の資格を有し、丹波
篠山市が発注した他の工事の主任技術者又は監理技術者でないものに限る。また、
丹波篠山市内・準市内事業者は令和 7 ・ 8 年度一般競争(指名競争)入札等参加資
格審査申請書「技術職員情報」に登録があること。 



指名競争入札（電子入札）共通事項 

 
【 入札執行の有無について 】 

1. 不正、その他の理由により、競争の実益がないと認めるときは、入札

を取り消すことがある。また、天災地変等やむを得ない理由が生じた

ときは、入札の執行を中止することがある。 

2. 入札通知後、入札日までの間で入札参加者に反社会的行為があった

ときは入札参加を取り消すことがある。 

3. 入札を希望しない場合には、参加しないことができる。また、入札辞

退は何時でもできる。また、入札を辞退したことで罰をあたえること

はない。 

4. 辞退者及び入札参加資格の取消が続出したことにより、第 1 回目の

入札で入札参加者が 2 人未満となった場合は入札を取りやめる。た

だし、対象格付け業者を全者指名する場合はこの限りではない。 

 

【 入札に関する条件、必要な事項 】 

1. 関係法令を遵守し、信義誠実の原則を守り、いやしくも住民の信頼

を失うことのないように努めること。 

2. 入札金額その他入力が必要な事項についての情報並びに入札者の電

子署名及び当該電子署名に係る電子証明書が、契約担当者の使用に

係る電子計算機のファイルに所定の入札期間内に記録されること。 

3. 入札保証金を納付すべき場合において、所定の額の入札保証金が納

付（入札保証金に代わる担保の提供を含む。）されていること。 

4. 談合その他の不正行為によってされたと認められる入札でないこと。 

5. 入札に使用したＩＣカードが、入札参加資格者名簿に登録された代

表者又は受任者が取得したものであること。 

6. 入札金額及び電子くじに係るくじ番号の表示は、アラビア数字を用

いること。 

7. 工事費積算内訳書（必要な項目すべてについて入力されていること。）

に係るファイルを、入札書の「内訳書」欄に添付して送信し、その

情報が契約担当者の使用に係る電子計算機のファイルに所定の入札

期間内に記録されていること。なお、入札金額は積算内訳書の積算

金額と同額もしくは以下とすること。提出された積算内訳書が未記

入等の場合及び入札書の金額が積算内訳書の積算金額を上回る入札

者は無効とする。 

8. 入札書は、入札に付する事項ごとに必要な事項を入力するとともに、

必要なファイルを添付して送信すること。 

9. 入札書の送信には、使用する電子計算機の性能、電気通信回線への

接続状況等の良否により所要時間に差が生じるので、時間的な余裕

をもって送信作業を行うとともに、入札書の送信後に必ず入札書受

信確認通知書を印刷して保管すること。 

10. 開札手続きを始めるに当たって、即時に対応しなければならない場

合があるので、開札日時から開札に関する一連の手続きが完了する

までの間、入札者が電子入札に使用する電子計算機の近辺で待機し、

随時、手続きの進行状況を確認すること。 

11. 入札書を送信し、契約担当者の使用に係る電子計算機のファイルに

入札書の情報が記録された後においては、入札書を書き換え又は撤

回することはできない。なお、この場合においても辞退はできる。

辞退するときは辞退届を開札までに入札執行者に提出すること。入

札執行者に辞退届が未着の時は辞退と認めないので注意すること。 

12. 明らかな桁間違いの金額が記載されていないこと。入札執行者が桁

間違いと判断したとき、その入札をした入札者を無効とすることが

ある。 

13. 初度の入札の結果、予定価格以下に達しない場合は再度の入札を行

うこととする。 

14. 再度の入札に参加できる者は、初度の入札において 2 から 12 まで

の条件に反して無効となる入札をした者及び最低制限価格を設けた

ときにおいて、最低制限価格未満の価格で入札した者以外の者。 

 

【落札者の決定及び保留】 

1. 落札者の決定は、有効な入札を行った者のうち予定価格以内、かつ、

最低制限価格以上であって、最低価格のものとする。 

2. この場合、同額の入札をした者が 2 人以上あるときは、くじで落札

者を定めるものとする。このとき落札者となるべき同価の入札をし

た者は、くじを引くことを辞退してはならない。 

3. 不審な札、談合が有ったのではないかと思わせる札があった場合は、

落札者の決定を保留し、入札参加者審査会の判断によるものとする。 

 

【 契約 】 

1. 落札した者は、落札通知の日（市議会の議決を要する契約で仮契約

を締結した者については議決の日）から 7 日以内に契約書又は請書

を提出すること。 

2. 予定価格1億5千万円以上の工事または製造の請負契約並びに予定

価格 2 千万円以上の財産の取得は、市議会の議決を要するため、落

札後仮契約を締結し、議決を経た後、本契約を締結する。 

3. 落札決定後、契約（本契約）締結までの間に、落札した者が入札参加

者の資格制限又は指名停止を受けた場合は、契約を締結しない。 

4. 契約金額の10／100以上の契約保証金を契約までに納付すること。 

(１) 保険会社との間に市を被保険者とする履行保証保険契約を締結

し、その保険証書を提出したとき又は保険会社との間に保証契約

を締結しその証券を提出したときは契約保証金を納付する必要

はない。 

(２) 契約保証金の納付は当該契約保証金と同額の価値のある国債等、

丹波篠山市が認めたものを持ってこれにかえることができる。 

 

【 前金払 】 

1. 前金払支払対象は契約金額が1件100万円を超える工事とする。 

2. 前金払の支払金額は、公共工事の前払金保証事業に関する法律に基

づき登録を受けた保証事業会社と保証契約をした者については、請

負金額の4／10以内までとする。 

 

【 中間前金払】 

1. 中間前金払支払対象は契約金額が１件100万円を超える工事とする。 

2. 部分払を選択せずに中間前金払を選択した者が、前金払を受けた後、

以下の要件をすべて満たしていることについて認定を受け、公共工

事の保証事業会社と中間前金払に関し保証契約をした場合には、請

負金額の2／10 以内の前金払を行う。ただし、工期が2箇年度以上

にわたる契約については、各年度の出来高予定額に対して中間前金

払を行う。 

①工期の1／2を経過していること。 

②工程表により工期の 1／2 を経過するまでに実施すべきものとされている当該

工事に係る作業が行われていること 

③工事の進捗額が請負代金の1／2以上の額に相当するものであること。 

 

【 その他 】 

1. 落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の 10／

100に相当する額を加算した金額（当該金額に1円未満の端数がある

ときは、その端数金額を切り捨てた金額）をもって契約価格とするの

で、入札者は、消費税及び地方消費税にかかる課税事業者であるか免

税事業者であるかを問わず見積もった契約希望金額の100／110に相

当する金額を入札書に記載すること。ただし、特に指示した場合はこ

の限りでない。 

2. この契約については建設業退職金共済制度掛金相当額が算定されて

いるので、その未加入者も入札にあたっては、これを含めて積算する

こと。 

3. 契約を締結した者が、この入札に関わる工事を施工しようとすると

きは必要な建設業退職金共済制度証紙を購入した発注者用掛金収納

書を、契約締結後 1 箇月以内に提出すること。ただし、契約金額が

100万円未満の時は、この収納書の提出を省略することができる。又、

契約を締結した者が建設業退職金共済制度に未加入の時は同制度に

加入の上、上記の手続きをおこなうこと。 

4. 工事の施工にあたって、工事現場において主任技術者又は監理技術

者の専任が必要とされるものについては、建設業法で定める資格を

有する者を適正に配置すること。 

5. 1件500万円以上の工事請負契約を締結した者は、工事実績情報サー

ビス（ＣＯＲＩＮＳ）に必ず登録すること。

1.  


